
　明けましておめでとうございます
　本年もよろしくお願い申し上げます。
　新年がスタートし1か月が経過しま
した。
　ワクチンも接種率は上がったものの
治療薬の普及もままならず防戦一方の
状態が続いています。

　商工会では「メールでの情報配信サービス」が２年前
から始まり各種補助金・支援制度の情報入手ができます。
会員企業の皆さまにおかれましては、雇用の維持・事業
継続に利用いただければ幸いです。

　さて、この１年の出来事を振り返ってみますと大きく
３点あげられます。

①脱炭素の目標が具体的に設定されました
　2030年で 46％削減、2050年に実質ゼロ実現と発
表されました。化石燃料の消費がそのまま二酸化炭素の
排出増加になるので、発電と輸送で８割を占める化石燃
料の消費内訳をどのように転換するのか、我々企業にも
太陽光パネルの設置や自然回生発電事業者の選択、ハイ
ブリッド・電気自動車の導入など一定の役割はあると思
います。

②真鍋淑郎氏がノーベル物理賞を受賞しました。
　１年前この欄で、『脱炭素社会への国家的取り組み』を
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取り上げました。2021年は『二酸化炭素と気候変動の
研究』がノーベル物理学を受賞するという今までにない
受賞で気候変動の深刻さがうかがえます。わが国ではエ
ネルギーを「化石燃料・原子力・水力」に頼ってきまし
た。水力はすでに増設は見込めないことから『エネルギー
政策』の本気度が試され掛け声に終わるのではなく支援
策や優遇制度などに期待したいものです。千葉県は全都
道府県の中で二酸化炭素を最も排出している県ですので、
近い将来順位を下げられるよう官民一体となって協力し
たいところです。

③SDGsの国民的認知の増加
　最近『SDGs17の目標』がマスコミに取り上げられる
ことが増え、企業のコマーシャルにさえＰＲされていま
す。
　これからは利益追求主義から「環境配慮」「働き方改革」
「ロス削減」など様々な価値を共有できることが求められ、
採用や融資・投資にもSDGs配慮が評価項目に加えられ
ているようです。
　コロナ禍だからこそ考えてみる価値があると思います。

　今年度、残りわずかですが工業部会としてはコロナの
状況を見ながら視察・研修などできることを検討してい
る段階です。単に萎縮するだけでなく本年も引き続き皆
様のご協力をいただき、地域工業界の発展に微力ながら
努力したい次第です。

　研修第２弾は「マナー講座」を開催予定です。
　中小零細企業でビジネスマナーを学ぶ機会が、なかなか無いかと思われます。
また、工場などでは来客も少なく上司や先輩から学ぶ機会も少ないのではないで
しょうか？
　ただ、「知らない」で済まされる訳ではなく、お客様が打ち合わせや工場見学な
ど来社された際に社員の皆さんの対応（マナー）が良いか悪いか、それも製品と
同じように取引の信用にかかわってきます。
　今回の講座では、ビジネス上で発生頻度の高い「印象の良い挨拶とは」「名刺交
換の仕方」「着こなし」など、初級編を中心に行っていただきます。
　来年度４月に入社予定の新入社員の方でも参加可能ですので、ご自身も含めて
この機会にマナーの基本を学びましょう。

※新型コロナウイルス感染拡大状況によっては延期の可能性もあります

令和４年３月８日（予定）●マナー講座研修　開催予定

マナー講師 ～井上麻理氏
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①ものづくり補助金
②持続化補助金
③ IT 導入補助金
④事業承継引継ぎ補助金

★コロナ感染対策による新規事業展開
★従業員の賃金引き上げ
★DX、IT 導入による生産性向上や革新的サービス

東海原子力科学館＆めんたいパーク

講師：古内宗希税理士事務所（工業部会員）
●インボイスセミナー

●視察研修

■活動報告

■各種補助金情報

11月２日開催　参加者24名

10月 26日開催　参加者12名

　コロナ感染拡大も落ち着き緊急事態宣言も解除された10月
26日に視察研修を開催しました。
　視察先は茨城県東海村にある『原子力科学館』と大洗の『め
んたいパーク』です。
　原子力科学館は参加者みな初めて訪れた場所になります。
　【原子力】は発電利用で悪者に扱われる昨今ですが放射線に
よるガン治療や工業製品の表面改質・強度向上など想像以上に
我々の生活に多岐にわたって関係していることに驚きました。

　また、放射線の軌跡投影実験など体験できるブースも数多く、
子供の様に楽しんでしまいました。
　皆さんの事業のヒントになる部分もあるかと思いますので、是非一度訪問されることをお勧めします。
　めんたいパークでは工場見学をし、お土産を購入。中でも一番人気は「生めんたいこ」です。日頃スーパーなどで購入する明太
子より断然の美味しさです。お試しください。
　昨年度に引き続き「隙間」を狙っての緊急企画で短期募集になってしまった点は申し訳ありませんでした。

　インボイス制度（適格請求書等保存方式）は2023年
10月 1日から導入される消費税の申告制度です。
主なポイントは、以下の2点です。

　かみ砕いて言うと、消費税の表記を8%と10％とでき
ちんと分け、合計額なども分かりやすく記載しましょう、
といったルールです。

〈免税事業者経過措置について〉
　「インボイス制度」開始後、６年間（令和５年10月から令和11年９月までの間）は、免税事業者等からの課税仕入れについて、
仕入税額相当額の一定割合を仕入税額とみなして控除できる経過措置が設けられています。
　なお、この経過措置による仕入税額控除の適用に当たっては、免税事業者等から受領する区分記載請求書等と同様の事項が記載
された請求書等の保存とこの経過措置の適用を受ける旨（80％控除・50％控除の特例を受ける課税仕入れである旨）を記載した
帳簿の保存が必要です。
　この経過措置を適用できる期間等は、次のとおりです。
　・令和５年10月１日から令和８年９月30日までは仕入税額相当額の80％
　・令和８年10月１日から令和11年９月30日までは仕入税額相当額の50％
　令和11年10月 1日からは仕入税額控除相当額について控除できなくなります。

補助金採択への補助金採択への
ポイント・キーワードポイント・キーワード

詳細はこちら

請求書の記載方法と経理方式の変更
適格請求書発行事業者の登録番号取得・記載
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